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1．はじめに 

近年，メールやマイクロブログ等の普及によ

って，情報提示によるユーザへの割り込みが，

増加している．一方で，既存の情報システムは

ユーザの作業状態を反映しないため，頻繁な情

報提示による作業中断が，知的生産性を低下さ

せる可能性が指摘されている．そこで，適切な

情報提示制御に向けて，作業者の割り込み可否

の程度（以下，割り込み拒否度）を自動推定す

る試みが行われており，PC 操作量に基づく方法

などが提案されてきた[1]． 

ここで実際の勤務状況での使用を考えると，

高拒否度を低拒否度と誤推定して割り込む場合

が特に問題となる．先行研究では，この誤推定

の約半数が会話に起因すると報告されている．

そのため，会話の検出と反映によって，問題と

なる誤推定が軽減されるものと期待される． 

そこで本研究では，作業中の会話と割り込み

拒否度の関係を分析し，オフラインでの割り込

み拒否度推定実験を行った．その結果，会話状

態を反映することで，拒否度の推定精度が改善

される可能性が示唆されたので報告する． 

2．作業中の会話状態と割り込み拒否度 

2.1 実験環境 

本研究では，作業中のユーザの割り込み拒否

度への会話の影響を調べるために，自席で作業

中の被験者に 30～900 秒のランダムな周期で間

欠的に割り込み，拒否度の主観値を回答させる

割り込み実験を実施した．同時に，PC モニタ上

に設置した無指向性マイクで検出した音と，0.5s

周期での PC操作を記録した． 

実験プログラムは，一定以上の音圧の連続検

出や静音状態の持続など，あらかじめ設定した

割込条件を満たした時に，図 1 のようなダイア

ログを表示し，被験者に 5 段階(1:全く問題無い

～5:非常に嫌だ)での拒否度の主観評価を要求し

た．被験者には，拒否度の評価に際して，同僚

による 5 分間の会話を想定するように指示した．

被験者は 20 代の学生男女 8 名および大学教員 2

名の合計 10名とし，各 5時間，合計 50時間のデ

ータを取得した． 

2.2 会話状態と割り込み拒否度の関係 

 記録した音を実験者が聞いて判断した「会話

中」「会話終了」「静か」の 3 つの会話状態と，

割り込み拒否度の関係を表 1 に示す．なお，発

話者は特定していないため，被験者が参加して

いない会話も含まれる．また，PC 作業の有無で

会話が拒否度に与える影響の傾向が異なると推

測されたため，PC操作の有無でも分類した． 

「静か」と比較して，「会話中」は有意に拒

否度が高く，「会話終了」は有意に拒否度が低

い事が確認された．また，「会話終了」は，PC

操作が検出された時に，より大きな影響を与え

る傾向が見られた． 

3．会話の検出と割り込み拒否度の推定 

3.1会話音声の検出と会話状態の自動判定 

一般に，会話音声は数 10から数 100Hz の間の

基本周波数 と，ほぼ倍の周波数の第 1 フォルマ

ント を持つ．また，通常の会話音声では， は

急激に変化しない．本研究では，これらの知見

と先行研究[2]を参考に，連続ウェーブレット変換

を用いて と を算出し，以下の２条件を満たし

たものを会話音声として自動検出した． 
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表 1 各状態の平均拒否度(サンプル数) 

 会話中 静か 会話終了 

PC操作有 3.81 (159) 3.20 (150) 2.04 (25) 

PC操作無 3.29 (156) 2.61 (76) 2.02 (51) 

 

 
図 1 実験システム 
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1) が 80-360Hz に存在し，かつ と の周波数

比と， と の中間の周波数パワー比から成る

特徴量の 0.5秒間平均値が 0.5以上 

2) 0.5 秒を 8 区間に分割し， の区間内分散値が

5以下の区間数が 3以上（ の定常性を反映） 

さらに，会話音声が検出されたサンプル数の

割合（会話音声検出率）を用いて，次に示す条

件を用いて会話状態を判定した． 

1) 会話中（会話音声が断続的に持続）：会話音

声検出率が，過去 20 秒間で 15-90%，かつ，

過去 10-20秒の 10秒間で 15%以上 

2) 会話終了：0.5秒前に 1)を満たしていて現在は

音声非検出，かつ，会話音声検出率が過去 10

秒間で 15%未満  

3)  静か：1)2)以外 

3.2割り込み拒否度のオフライン推定 

本研究では，表2のように，従来の同一作業継

続時推定式[1]を，会話中と会話終了の2つの会話

指標を用いて拡張し，拒否度の推定を試行し

た．また，PC操作の有無で会話の影響が異なる

事が示唆されたため，それぞれ異なる推定式を

用いた．推定式の各係数は実験的に決定した． 

 

PC操作有: 

   (1) 

PC操作無： 

    (2) 

 

ここで，推定値f(x)は0から1の値をとり，本研

究では，0.2，0.7を閾値として，低・中・高の3

段階で割り込み拒否度を推定した． 

3.3推定結果 

被験者が回答した 5段階の拒否度の 1,2を低，

4,5 を高として 3 段階に変換したものと，推定拒

否度の関係を図 2 に示す．従来法に比較して，

会話状態の 2 指標を反映した場合には，低拒否

度，高拒否度ともに適合率が 2%向上した．また，

高拒否度を低拒否度と推定する深刻な誤推定の

割合は，40%から 34%に軽減された．すなわち，

会話状態の反映は，割り込み拒否度の推定精度

改善につながる可能性が示唆された． 

4. 考察 

現在の会話状態の自動判定機構は，まだ判定

誤差が大きいため，判定精度が向上したときの

割り込み拒否度の推定精度の改善可能性を検討

するために，記録音を実験者が聞いて判断した

会話状態を用いて，(1),(2)式による推定を試行し

た結果を図3に示す．低拒否度，高拒否度ともに

適合率がさらに改善され，高拒否度を低拒否度

と誤推定する割合は18%と大幅な改善が見られ

た．すなわち，会話の自動判定精度を改善すれ

ば，割り込み拒否度の推定精度が大きく向上す

る可能性が伺える． 

5．まとめ 

本研究では，より精度の高いオフィスワーク

中の割り込み拒否度推定にむけて，会話と割り

込み拒否度の関係を分析し，会話状態の自動検

出機構を実装して，割り込み拒否度のオフライ

ン推定を試行した．その結果，PC 操作履歴のみ

に基づく方法に比較して，拒否度推定精度が向

上する可能性が示唆された．今後の課題は，会

話の自動判定精度の向上と計算時間の低減によ

るリアルタイム化である． 
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 図 2 拒否度推定結果(a)従来法(b)会話状態反映  図 3 拒否度推定結果（実験者が会話判定） 

表 2 推定に用いた指標 

ID 指標 拒否度 

A 直前 20秒間のキー操作あり 高 

B 2分間操作率 30%以上 高 

C 2分間キー・マウス併用 高 

D 5分間以内にシェルから遷移 高 

E 会話中 高 

F 会話終了 低 
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